
総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
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務

委

員

会

政
府
及
び
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

司
法
ア
ク
セ
ス
障
害
を
有
す
る
高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
法
的
支
援
の
重
要
性
及
び
必
要
性
に
鑑
み
、
特
定
援
助
対
象

者
に
対
す
る
資
力
を
問
わ
な
い
法
律
相
談
援
助
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
の

対
象
者
の
該
当
性
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
費
用
負
担
を
求
め
る
基
準
及
び
そ
の
負
担
額
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
利
用

者
が
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

特
定
援
助
対
象
者
の
司
法
ア
ク
セ
ス
障
害
が
真
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
特
定
援
助
対
象
者
へ
の
代
理
援
助
等
の
対
象
と

な
っ
た
「
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
と
す
る
公
的
給
付
に
係
る
行
政
不
服
申
立
手
続
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
柔

軟
に
解
釈
す
る
と
と
も
に
、
代
理
援
助
等
の
対
象
と
す
る
手
続
を
、
行
政
機
関
へ
の
申
請
行
為
に
も
拡
大
す
る
こ
と
を
引
き

続
き
検
討
す
る
こ
と
。

三

福
祉
機
関
等
や
弁
護
士
等
に
よ
る
総
合
的
な
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
生
活
支
援
の
実
施
の
必
要
性
に
鑑
み
、
福
祉
機
関
等

と
弁
護
士
等
と
の
連
携
活
動
の
促
進
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
協
力
要
請
等
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

国
民
の
生
命
、
身
体
、
性
的
自
由
等
の
重
大
な
法
益
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
提
供
す
る
と
い
う
国
の
責
務
に
鑑

み
、
特
定
侵
害
行
為
の
被
害
者
に
対
す
る
資
力
を
問
わ
な
い
法
律
相
談
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
没
却
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
そ
の
対
象
者
の
該
当
性
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
費
用
負
担
を
求
め
る
基
準
及
び
そ
の
負
担
額
を
定
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。



五

国
と
し
て
、
真
に
援
助
が
必
要
な
犯
罪
被
害
者
に
対
し
適
切
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
生
命
、
身
体
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
捜
査
機
関
・
民
間
支
援
機
関
・
行
政
機
関
と
の
交
渉
等
の
場
面
に
お
け
る
弁
護
士
費
用
の
援
助
及
び

未
成
年
者
で
あ
る
犯
罪
被
害
者
へ
の
費
用
償
還
を
要
し
な
い
援
助
の
必
要
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

六

本
法
に
基
づ
く
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
対
す
る
無
料
法
律
相
談
を
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
大
規
模
災

害
の
被
災
者
に
対
す
る
無
料
法
律
相
談
に
関
す
る
規
定
の
施
行
及
び
政
令
に
よ
る
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
の
指
定
を
早
期

に
行
う
こ
と
。

七

大
規
模
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
法
的
支
援
制
度
の
対
象
と
な
る
災
害
及
び
地
区
に
つ
い
て
は
可
及
的
速
や
か
に
政
令
で

指
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
際
に
は
被
災
者
の
立
ち
直
り
及
び
地
域
の
復
旧
・
復
興
の
迅
速
化
を
図
る
と
い
う
制
度
趣
旨
を

没
却
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
回
創
設
さ
れ
る
無
料
法
律
相
談
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
支
援

対
象
と
な
る
災
害
の
範
囲
及
び
援
助
期
間
の
拡
大
並
び
に
無
料
法
律
相
談
以
外
の
法
的
援
助
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

八

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
国
民
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
が
国

民
の
多
様
な
法
的
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
適
正
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
十
全
な
財
政
措
置
を
含
む
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


